
ほ　く　し（１） 第２０４号

発　行　所

大阪市北区南森町１丁目４番２８号
ブールバール南森町２０５号室

ＴＥＬ（０６）６３６３-００１６ ＦＡＸ（０６）６３６３-００４６

社団
法人大阪北区歯科医師会

（発行人）高麗 誠紀 （編集責任）芦澤 亮治 （部員）市耒 正博、平井 泰、小林 祥子、江藤 賢治

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
毎

日
一
時
間
以
上
使
っ
て
い

る
と
猫
背
、
首
に
痛
み

や
違
和
感
、
目
が
疲
れ

や
す
く
、
ド
ラ
イ
ア
イ

に
あ
て
は
ま
る
な
ど
、

こ
れ
ら
の
原
因
が
二
個

以
上
あ
る
人
は
、
ス
マ

ホ
症
候
群
に
な
っ
て
い
る
可
能
性

が
高
い
ら
し
い
。
正
常
な
首
の
骨

は
、
重
い
頭
を
支
え
る
た
め
に
、

前
方
向
き
に
彎
曲
し
て
い
る
が
、

姿
勢
の
崩
れ
や
慢
性
的
な
疲
労

に
よ
り
、
カ
ー
ブ
は
失
わ
れ
、
ま

っ
す
ぐ
に
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
れ
を

「
ス
ト
レ
ー
ト
ネ
ッ
ク
」
と
呼
び
、

引
き
起
こ
さ
れ
る
症
状
と
し
て
は
、

肩
こ
り
の
他
、
頭
痛
、
吐
き
気
、

め
ま
い
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
ス

ト
レ
ー
ト
ネ
ッ
ク
の
際
に
緊
張
す

る
筋
肉
の
影
響
を
受
け
て
胸
郭

出
口
症
候
群
と
い
う
神
経
の
圧
迫

が
起
こ
り
、
ひ
ど
く
な
る
と
腕
が

痺
れ
た
り
、
手
の
血
行
不
良
の
た

め
、
だ
る
さ
や
、
手
の
冷
え
な
ど

の
症
状
が
出
て
く
る
。
さ
ら
に
首

を
通
っ
て
い
る
自
律
神
経
の
働
き

が
阻
害
さ
れ
頭
痛
や
め
ま
い
な
ど

様
々
な
症
状
が
出
て
く
る
。
こ
の

状
態
が
長
く
続
く
と
、
う
つ
症

状
や
パ
ニ
ッ
ク
障
害
、
慢
性
疲
労

症
候
群
な
ど
の
症
状
も
出
て
く
る

と
い
う
。
我
々
歯
科
医
療
従
事

者
の
ほ
と
ん
ど
が
こ
の
ス
マ
ホ
症
候

群
に
当
て
は
ま
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
た
か
が
肩
こ
り
と
侮
る

こ
と
な
く
早
期
の
改
善
に
努
め
ま

し
ょ
う
。（
Ｈ
）
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平
成
二
四
年
度

　

第
二
回
総
会（
通
常
）
H25.3.27

　

三
月
二
七
日
（
水
）
、
午
後

七
時
よ
り
北
区
民
セ
ン
タ
ー
に

於
い
て
社
団
法
人
大
阪
北
区
歯

科
医
師
会
平
成
二
四
年
度
第
二

回
総
会
（
通
常
）
が
開
催
さ
れ

た
。

　

矢
追
秀
純
議
長
、
渡
辺
道
雄

副
議
長
が
着
席
し
定
刻
に
矢
追

議
長
よ
り
開
会
宣
言
が
行
わ
れ

た
。西
本
雅
英
理
事
よ
り
点
呼
の

結
果
発
表
が
あ
り
、現
会
員
数

一
八
五
名
、
定
足
数
九
三
名
、

出
席
者
三
八
名
、
書
面
表
決
八

七
名
、
委
任
状
提
出
一
九
名
、

合
計
一
四
四
名
で
会
の
成
立
が

報
告
さ
れ
た
。

　

野
口
秀
夫
副
会
長
に
よ
る
開

会
の
こ
と
ば
の
後
、
議
事
録
署

名
人
に
六
班
渡
辺
道
雄
先
生
、

十
一
班
清
光
義
隆
先
生
が
指
名

さ
れ
た
。
高
麗
誠
紀
会
長
が
挨

拶
に
立
ち
、
「
今
任
期
も
残
す

と
こ
ろ
数
日
と
な
り
ま
し
た
が
、

会
員
の
先
生
方
の
深
い
ご
理
解

と
絶
大
な
る
ご
協
力
の
お
蔭
で
、

諸
事
業
を
大
過
な
く
遂
行
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
本
総
会

で
は
新
法
人
移
行
の
た
め
の
新

定
款
と
、
公
益
目
的
支
出
計
画

の
期
間
を
短
く
す
る
た
め
の
予

算
案
（
年
会
費
ゼ
ロ
）
を
上
程

し
て
い
ま
す
。
ご
承
認
賜
り
ま

す
よ
う
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。
」
と
述
べ
た
。
続
い
て
来

賓
挨
拶
を
天
羽
隆
大
阪
府
歯
科

医
師
会
常
務
理
事
よ
り
戴
い
た
。

　

報
告
事
項
の
最
初
に
物
故
会

員
お
よ
び
物
故
家
族
に
対
し
弔

慰
黙
祷
が
行
わ
れ
、
平
成
二
四

年
度
会
務
中
間
報
告
が
大
塚
俊

裕
専
務
理
事
よ
り
、
平
成
二
四

年
度
会
計
中
間
報
告
が
樋
口
春

彦
理
事
よ
り
行
わ
れ
た
。

　

続
い
て
委
員
会
報
告
と
し
て
、

上
田
祐
嗣
選
挙
管
理
委
員
長
よ

り
任
期
満
了
に
伴
う
会
長
、
監

事
選
出
に
つ
い
て
の
説
明
、
代

議
員
会
報
告
が
石
崎
好
洋
代
議

員
よ
り
な
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
新
入
会
員
、
一
班
筒

井
純
也
先
生
、
一
五
班
井
上
雅

裕
先
生
の
紹
介
が
行
わ
れ
た
。

　

会
長
・
監
事
選
出
が
上
田
選

挙
管
理
委
員
長
よ
り
な
さ
れ
、

高
麗
誠
紀
会
長
、
奥
野
夏
樹
監

事
、
大
浦
寿
哉
監
事
の
無
投
票

当
選
が
報
告
さ
れ
、
当
選
証
書

の
授
与
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
後

会
長
、
両
監
事
よ
り
挨
拶
が
行

わ
れ
た
。

　

議
事
に
移
り
、
第
一
号
議
案

平
成
二
五
年
度
事
業
計
画
（
案
）

の
提
案
理
由
の
説
明
が
大
塚
専

務
理
事
よ
り
、
第
二
号
議
案
平

成
二
五
年
度
予
算
（
案
）
の
提

案
理
由
の
説
明
が
三
輪
佳
子
常

務
理
事
よ
り
な
さ
れ
、
出
席
者

全
員
の
挙
手
に
よ
り
可
決
承
認

さ
れ
た
。
引
き
続
き
第
三
号
議

案
一
般
社
団
法
人
大
阪
北
区
歯

科
医
師
会
定
款
（
案
）
の
提
案

理
由
の
説
明
が
佐
々
木
裕
常
務

理
事
よ
り
な
さ
れ
、
こ
れ
も
全

員
の
挙
手
に
よ
り
可
決
承
認
さ

れ
た
。

　

最
後
に
大
浦
副
会
長
の
閉
会

の
こ
と
ば
、
矢
追
議
長
の
閉
会

宣
言
に
よ
り
閉
会
と
な
っ
た
。

　

続
い
て
、
大
阪
府
歯
科
医
師

会
国
保
組
合
北
区
北
支
部
総
会
、

大
阪
府
歯
科
医
師
連
盟
北
区
北

支
部
総
会
が
行
わ
れ
、
次
期
国

保
支
部
長
に
阪
本
光
伸
先
生
が

選
出
、
連
盟
支
部
長
に
は
戎
文

彦
先
生
の
留
任
が
満
場
一
致
で

確
定
し
た
。

□HP
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こ
の
度
、執
行
部
役
員
の
推
薦

を
受
け
、ま
た
、多
く
の
会
員
の

先
生
方
か
ら
ご
支
持
を
頂
戴
し
、

三
期
目
の
会
長
選
挙
に
立
候
補

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
と
こ
ろ
、平

成
二
四
年
度
第
二
回
総
会
に
お

い
て
、会
員
の
皆
様
方
の
ご
支
援

に
よ
り
私
を
伝
統
あ
る
社
団
法

人
大
阪
北
区
歯
科
医
師
会
の
会

長
に
無
投
票
で
当
選
さ
せ
て
頂
き
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

私
は
こ
の
四
年
間
、
黒
川
森

夫
前
会
長
も
歴
代
会
長
か
ら
引

き
継
い
で
こ
ら
れ
た
路
線
を
継

承
し
、
「
和
を
以
て
尊
し
と
為

す
」
の
精
神
の
下
、

一
、
執
行
部
一
丸
と
な
っ
た
会

　
　

員
の
方
々
の
た
め
の
円
滑

　
　

な
会
務
執
行

一
、
明
る
く
、
活
気
あ
る
歯
科

　
　

医
師
会
の
推
進

一
、
会
内
融
和

一
、
伝
統
の
継
承

一
、
会
外
と
の
緊
密
な
連
携

　

以
上
の
五
つ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

を
念
頭
に
置
き
、
会
員
サ
イ
ド

に
立
脚
し
た
会
務
運
営
を
心
掛

け
て
参
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
阪
府
歯
科
医
師
会

の
一
支
部
と
し
て
ご
指
導
を
仰

ぎ
な
が
ら
、
府
歯
の
会
務
執
行

に
協
力
し
て
参
り
ま
し
た
。

　

お
蔭
を
も
ち
ま
し
て
諸
事
業

を
大
過
な
く
遂
行
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
こ
れ
も
偏
に
会

員
の
先
生
方
の
深
い
ご
理
解
と

絶
大
な
る
ご
協
力
の
賜
物
と
、

心
よ
り
感
謝
致
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
期
の
最
重
要
課
題
は
平
成

二
五
年
十
一
月
末
ま
で
に
新
法

人
へ
の
移
行
の
申
請
を
済
ま
せ

る
こ
と
で
す
が
、
先
の
総
会
で

新
定
款
の
ご
承
認
を
賜
り
ま
し

た
の
で
大
阪
府
へ
の
提
出
が
可

能
な
段
階
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
は
大
阪
府
の
指
導
を
受

け
、
公
益
目
的
支
出
計
画
を
策

定
し
、
期
限
内
に
法
人
移
行
申

請
を
完
了
す
る
予
定
で
す
。

　

既
に
法
人
移
行
を
済
ま
せ
、四

月
よ
り
一
般
社
団
法
人
と
し
て
先

陣
を
切
ら
れ
て
い
る
支
部
も
あ

り
ま
す
が
、当
会
は
独
自
の
手
法

で
公
益
目
的
支
出
計
画
の
計
画

期
間
を
可
能
な
限
り
短
く
す
る

た
め
、今
年
度
も
年
会
費
を
徴

収
す
る
こ
と
な
く
会
務
を
執
行

す
る
こ
と
で
、公
益
目
的
財
産
額

の
減
額
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

よ
っ
て
、当
会
の
一
般
社
団
法
人
へ

の
移
行
の
時
期
は
出
来
う
る
限

り
遅
ら
せ
て
、大
阪
府
歯
科
医
師

会
と
同
様
、平
成
二
六
年
四
月
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
第
二
次
安
倍
晋
三
内

閣
が
発
足
し
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

と
称
す
る
経
済
政
策
が
推
し
進

め
ら
れ
て
い
る
が
、
懸
念
さ
れ

る
の
は
社
会
保
障
制
度
の
後
退

で
あ
り
ま
す
。

　

歯
科
界
を
取
り
巻
く
環
境
は

依
然
と
し
て
厳
し
い
状
態
が
続

い
て
お
り
、
こ
う
し
た
時
期
こ

そ
、
地
域
歯
科
医
療
に
邁
進
さ

れ
て
い
る
会
員
各
位
の
お
力
に

な
る
べ
く
新
執
行
部
一
同
微
力

な
が
ら
も
全
力
を
尽
く
す
所
存

で
あ
り
ま
す
。

　

浅
学
非
才
な
私
で
は
あ
り
ま

す
が
、会
員
の
皆
様
方
の
ご
指
導

ご
鞭
撻
と
お
力
添
え
を
賜
り
、

任
期
満
了
ま
で
意
欲
と
情
熱
を

も
っ
て
新
執
行
部
の
方
々
と
共
に

懸
命
に
務
め
て
参
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
の
で
、な
に
と
ぞ

宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

第
三
次
高
麗
執
行
部
発
足

常務理事（総務）

西本　雅英
常務理事（総務）

國田　浩之

理事（学術）

英保　武志

常務理事（医療管理）

中川　晴彦

常務理事（会計）

三輪　佳子

理事（医療管理）

大西　秀威

理事（医療保険）

岡田　修二
理事（会計）

森川　　裕

監　事

奥野　夏樹
監　事

大浦　寿哉

副会長

野口　秀夫

会長

高麗　誠紀

副会長

木下　秀人

副会長

大塚　俊裕

専務理事

佐々木　裕

理事（福祉）

土岐　一仁
理事（地域医療）

樋口　春彦

理事（広報）

芦澤　亮治
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学
術
講
演
会

　

「
無
歯
顎
補
綴
の
未
来
」

班
長
名
簿

【
1
班
】
吉
川
貴
志
【
2
班
】
川
里
邦
夫

【
3
班
】
南　

昌
宏
【
4
班
】
平
井　

泰

【
5
班
】
市
来
正
博
【
6
班
】
西
田
昌
弘

【
7
班
】
辻
井　

隆
【
8
班
】
山
口
善
一

【
9
班
】
中
川
浩
一
【
10
班
】
山
田
雅
也

【
11
班
】
高
垣
健
太
郎

【
12
班
】
佐
藤
修
一
郎

【
13
班
】
吉
川
与
司
雄

【
14
班
】
槇
田
武
史

【
15
班
】
今
中
俊
三

【
16
班
】
洪
里
周
作

【
学　
　

術
】（
部
長
）英
保
武
志

（
部
員
）宮
内
修
平
、福
西
一
浩
、

南
昌
宏
、六
人
部
慶
彦
、奥
野
幾

久【
地
域
医
療
】（
部
長
）樋
口
春
彦

（
部
員
）谷
口
浩
康
、山
口
善
一
、

白
井
喜
宏
、水
沼
武
史

【
医
療
保
険
】（
部
長
）岡
田
修
二

（
部
員
）中
谷
徹
、佐
古
好
正
、槇

田
武
史
、猪
木
一
雄
、石
井
由
佳
利
、

天
羽
隆

【
医
療
管
理
】（
部
長
）中
川
晴
彦
、

大
西
秀
威

（
部
員
）三
浦
幹
雄
、山
田
雅
也
、

賀
本
方
子
、西
川
尚
範

【
福　
　

祉
】（
部
長
）土
岐
一
仁

（
部
員
）樋
口
夏
彦
、大
山
真
孝
、

吉
崎
恵
忠
、廣
田
克
征
、洪
里
周

作
、筒
井
純
也

【
広　
　

報
】（
部
長
）芦
澤
亮
治

（
部
員
）平
井
泰
、市
来
正
博
、小

林
祥
子
、江
藤
賢
治

部
員
名
簿

　

三
月
一
六
日（
土
）
ブ
リ
ー

ゼ
プ
ラ
ザ
小
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、

下
顎
吸
着
義
歯
で
世
界
的
に
著

名
な
阿
部
二
郎
先
生
に
御
登
壇

頂
き
、
今
年
度
を
締
め
く
く
る

学
術
講
演
会
が
盛
大
に
開
催
さ

れ
た
。

　

現
在
世
界
で
は
、
動
き
の
少

な
い
高
機
能
義
歯
が
求
め
ら
れ
、

高
い
審
美
性
を
有
す
る
義
歯
は

必
ず
世
界
で
広
が
り
、
歯
科
界

の
救
世
主
に
な
る
と
信
じ
ら
れ

て
い
る
。
ま
た
、
簡
単
化
お
よ

び
シ
ス
テ
ム
化
は
さ
ら
に
進
歩

し
、C

A
D

/C
A

M

デ
ン
チ
ャ
ー

が
近
い
将
来
世
界
を
席
巻
す
る

こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

C
A

D
/C

A
M

時
代
が
到
来
す
れ

ば
、
こ
れ
ま
で
の
常
識
が
大
き

く
変
わ
り
、
治
療
回
数
の
削
減
、

精
密
な
適
合
（
模
型
膨
張
と
レ

ジ
ン
収
縮
の
問
題
解
決
）
、
衛

生
的
で
強
化
型
の
レ
ジ
ン
デ
ィ

ス
ク
の
開
発
、
正
確
な
義
歯
研

磨
の
再
現
、
作
業
時
間
の
短
縮

な
ど
、
患
者
・
歯
科
医
師
お
よ

び
歯
科
技
工
士
の
受
け
る
恩
恵

は
計
り
知
れ
な
い
。
世
界
が
こ

の
技
術
に
お
お
い
な
る
期
待
を

寄
せ
て
取
り
組
ん
で
い
る
も
の

の
、
総
義
歯
分
野
で
の
臨
床
応

用
に
は
あ
と
少
し
時
間
が
か
か

り
そ
う
で
あ
る
。

　

近
年
、
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
治
療

の
失
敗
症
例
が
増
加
し
た
結
果
、

世
界
中
で
義
歯
へ
の
よ
り
戻
し

が
始
ま
り
つ
つ
あ
る
。
イ
ン
プ

ラ
ン
ト
オ
ー
バ
ー
デ
ン
チ
ャ
ー

（IO
D

）
が
無
歯
顎
補
綴
治
療

の
選
択
肢
と
し
て
注
目
を
浴
び

て
い
る
が
、IO

D

を
成
功
に
導

く
た
め
に
は
、
基
本
的
な
総
義

歯
の
知
識
と
技
術
が
大
変
重
要

で
あ
り
、
日
本
人
が
も
つ
最
高

レ
ベ
ル
の
技
術
を
世
界
へ
向
け

て
大
い
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
絶
好

の
機
会
で
あ
る
と
言
え
る
の
で

は
な
い
か
。

　

総
義
歯
臨
床
に
お
け
るEB

D

（Evidenced B
ased D

entistry

）

を
紐
解
く
と
、
「
良
い
義
歯
」

を
評
価
す
る
場
合
「
患
者
満
足

度
」
を
重
視
す
る
傾
向
に
あ
り
、

ま
た
、
コ
ン
パ
ウ
ン
ド
を
用
い

た
複
雑
な
印
象
法
と
、
単
純
で

簡
略
化
さ
れ
た
印
象
法
に
は
優

劣
が
な
い
と
い
うW

orld 
C

onsensus

が
得
ら
れ
て
い
る
。

咬
合
様
式
に
つ
い
て
は
、
犬

歯
誘
導
が
優
れ
る
と
い
う

Evidence

も
示
さ
れ
て
い
る
が
、

上
顎
義
歯
の
安
定
を
考
慮
す
る

場
合
な
ど
で
は
、
両
側
性
平
衡

に
分
が
あ
る
場
合
も
多
く
、
一

概
に
ど
の
咬
合
様
式
が
望
ま
し

い
と
は
言
え
な
い
。
し
か
し
、

総
義
歯
臨
床
に
お
け
る
最
も
重

要
な
ポ
イ
ン
ト
は
、
「
顎
間
関

係
記
録
を
如
何
に
正
確
に
行
う

か
」
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
こ

れ
は
印
象
採
得
や
そ
の
他
様
々

な
要
因
よ
り
も
優
先
さ
れ
る
べ

き
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

B
PS

（B
iofunctional Prosthtic 

System

）の
素
晴
ら
し
い
点
は
、

顎
間
関
係
を
三
段
階
で
確
認
で

き
る
と
い
う
点
で
あ
り
、
他
の

シ
ス
テ
ム
に
は
な
い
大
き
な
利

点
で
あ
る
と
言
え
る
。

　

B
PS

は
一
九
八
〇
年
代
に

Ivoclar V
ivadent

社
に
よ
り
考

案
・
開
発
さ
れ
た
義
歯
製
作
シ

ス
テ
ム
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で

我
が
国
の
学
生
教
育
に
用
い
ら

れ
て
き
た
も
の
と
は
全
く
異
な

り
、
全
て
の
工
程
を
シ
ス
テ
マ

テ
ィ
ッ
ク
に
行
う
も
の
で
あ
る
。

B
PS

で
は
、
い
わ
ゆ
る
熟
練
の

技
が
求
め
ら
れ
る
コ
ン
パ
ウ
ン

ド
印
象
や
咬
合
採
得
な
ど
の
工

程
が
な
く
、
あ
く
ま
で
患
者
の

生
理
的
な
運
動
か
ら
、
印
象
域

や
顎
間
関
係
を
決
定
す
る
た
め
、

均
質
な
義
歯
を
製
作
で
き
る
点

が
特
徴
で
あ
る
と
言
え
る
。
阿

部
先
生
は
、
約
二
〇
年
か
け
て

こ
の
シ
ス
テ
ム
を
さ
ら
に
発
展

さ
せ
、
下
顎
吸
着
義
歯
の
概
念

を
組
み
込
ん
だ
義
歯
製
作
法
を

現
在
臨
床
応
用
さ
れ
て
い
る
。

　

下
顎
吸
着
義
歯
を
成
功
さ
せ

る
た
め
に
は
、
ま
ず
こ
れ
ま
で

の
咀
嚼
圧
耐
面
を
重
視
し
た
、

コ
ン
パ
ウ
ン
ド
に
よ
る
筋
圧
形

成
を
見
直
す
必
要
が
あ
る
。
吸

着
に
最
も
重
要
な
こ
と
は
全
周

に
渡
る
完
全
な
封
鎖
で
あ
り
、

こ
れ
ま
で
上
顎
で
得
ら
れ
て
い

た
辺
縁
封
鎖
を
下
顎
に
適
応
す

る
こ
と
は
不
可
能
と
考
え
ら
れ

て
き
た
。
し
か
し
、
下
顎
舌
側

と
後
縁
部
（
レ
ト
ロ
モ
ラ
ー
パ

ッ
ト
上
方
のB

TC

ポ
イ
ン
ト
）

の
封
鎖
を
行
う
こ
と
で
、
動
画

で
示
さ
れ
た
よ
う
な
、
強
い
吸

着
力
を
発
揮
す
る
総
義
歯
を
製

作
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
基
本
と
さ

れ
た
方
法
と
全
く
異
な
る
概
念

で
印
象
採
得
を
行
う
た
め
、
印

象
域
は
比
較
的
小
さ
く
、
組
織

に
調
和
し
た
シ
ャ
ー
プ
な
床
縁

形
態
と
な
る
こ
と
が
多
い
。

　

最
後
に
、B

PS

と
吸
着
義
歯

と
の
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
工

程
を
示
す
。

一
、
フ
レ
ー
ム
カ
ッ
ト
バ
ッ
ク

ト
レ
ー
に
よ
る
概
形
印
象

二
、
セ
ン
ト
リ
ッ
ク
ト
レ
ー
に

よ
る
咬
合
採
得

三
、
ホ
リ
ゾ
ン
タ
ル
ガ
イ
ド
を

利
用
し
た
咬
合
器
装
着

四
、
吸
着
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
反
映

さ
せ
た
個
人
ト
レ
ー
作
製
（
６

つ
の
仕
掛
け
）

（
特
に
、
レ
ト
ロ
モ
ラ
ー
パ
ッ

ト
部
に
存
在
す
る
ス
ジ
の
存
在

を
強
調
。
こ
の
ス
ジ
に
は
個
体

差
が
あ
り
、
は
っ
き
り
し
な
い

症
例
も
あ
る
が
、
個
人
ト
レ
ー

作
製
の
際
に
は
避
け
て
お
く
こ

と
。）

五
、
ナ
ソ
メ
ー
タ
ー
M
を
用
い

た
印
象
用
カ
ス
タ
ム
ト
レ
ー
の

作
成

六
、
五
つ
の
機
能
運
動
を
利
用

し
た
最
終
印
象

七
、
ゴ
シ
ッ
ク
ア
ー
チ
を
利
用

し
た
水
平
的
顎
位
の
記
録

八
、2D

 or 3D

テ
ン
プ
レ
ー
ト

を
用
い
た
人
工
歯
の
排
列

九
、
吸
着
に
有
利
な
研
磨
面
形

態
の
付
与

十
、
イ
ボ
カ
ッ
プ
の
精
密
レ
ジ
ン

重
合
とG

ingival C
haracteristic

　

今
回
の
学
術
講
演
会
で
は
、

世
界
基
準
の
総
義
歯
臨
床
の
最

前
線
を
目
の
当
た
り
に
す
る
こ

と
が
で
き
た
が
、
阿
部
先
生
の

美
し
い
ス
ラ
イ
ド
と
軽
快
な
話

術
で
、
講
演
時
間
四
時
間
も
ア

ッ
と
言
う
間
に
過
ぎ
て
し
ま
っ

た
こ
と
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。

（
学
術
部
・
奥
野
幾
久
）



　

三
月
二
四
日（
日
）に
北
歯
ゴ

ル
フ
同
好
会
の
春
季
コ
ン
ペ
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
大

塚
俊
裕
先
生
の
御
厚
意
に
よ
り
、

伏
尾
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
に
て
プ
レ

ー
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

当
日
は
天
候
が
心
配
さ
れ
ま
し

た
が
、
問
題
な
く
プ
レ
ー
を
行

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
参
加

者
は
メ
ン
バ
ー
十
二
名
、
ビ
ジ

タ
ー
五
名
の
合
計
一
七
名
で
南

コ
ー
ス
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
、

橋
本
收
先
生
が
優
勝
、
ス
コ
ア

一
位
な
が
ら
惜
し
く
も
初
参
加

な
の
で
吉
崎
恵
忠
先
生
が
二
位
、

橋
本
哲
志
先
生
が
三
位
と
い
う

結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

尚
、
こ
の
度
多
数
の
ご
意
見

が
あ
り
、
長
ら
く
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
の

改
正
を
コ
ン
ペ
後
の
懇
親
会
に

て
決
定
し
ま
し
た
。
次
回
以
降

参
加
さ
れ
る
先
生
は
、
オ
フ
ィ

シ
ャ
ル
ハ
ン
デ
を
も
と
に
そ
の

つ
ど
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
委
員

に
よ
っ
て
決
定
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
の
秋
季
コ
ン
ペ
は
九
月

一
日（
日
）に
西
宮
高
原
ゴ
ル
フ

倶
楽
部
に
て
開
催
予
定
で
す
。

次
回
か
ら
新
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ

プ
で
す
！
奮
っ
て
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
な
お

ゴ
ル
フ
同
好
会
へ
の
入
会
を
希

望
さ
れ
る
先
生
が
お
ら
れ
ま
し

た
ら
、
土
岐
一
仁
先
生
ま
で
ご

連
絡
お
願
い
致
し
ま
す
。

（
樋
口
夏
彦
記
）

ほ　く　し （４）第２０４号

第
三
次
高
麗
執
行
部
が
発
足
し

ま
し
た
。
引
き
続
き
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。
（
広
報
部
）

編
集
後
記

北
歯
ゴ
ル
フ
同
好
会
春
季
コ
ン
ペ

H25
3.24

平成25年度・北歯ゴルフ同好会春季コンペ成績
RANK

優勝

準優勝

3位

4位

5位

6位

7位

8位

9位

10位

11位

12位

13位

14位

15位

16位

NR

44
38
42
48
52
45
52
54
55
50
50
54
46
60
65
71
- 

44
44
48
50
56
47
53
56
50
51
49
49
53
51
52
88
- 

88
82
90
98

108
92

105
110
105
101

99
103

99
111
117
159

-  

7
13

9
16
25

6
18
22
15

9
5
9
4

12
14
36
22

81
69
81
82
83
86
87
88
90
92
94
94
95
99

103
123

-  

15
13
13
16
29
15
18
25
20
15
13
18
11
18
20
36
-

NAME OUT IN GROSS HCP NET 次回HCP

橋 本 　 收
吉 崎 恵 忠
橋 本 哲 志
本 出 　 肇
黒 川 森 夫
土 岐 一 仁
大 塚 安 代
樋 口 夏 彦
黒 川 晃 夫
矢 追 秀 純
吉 田 　 皓
大 塚 俊 裕
松 井 重 文
渡 辺 道 雄
高 麗 誠 紀
國 田 浩 之
加 納 晴 彦

………
………
………
………
………
………
………

橋本哲、吉崎、樋口、本出
樋口、吉崎
大塚安、大塚俊
高麗
吉田
橋本收
吉崎

ニ ア ピ ン
ド ラ コ ン
ド ラ チ ョ ン
大 波
小 波
並 び 賞
ベ ス グ ロ

※北歯コンペは、同ネットの場合の順位はハンディ上位、年齢上位、
女性上位の順で決定します。敬称略／順不同

H25.2.4

　

二
月
四
日（
月
）、午
後
六
時

よ
り
大
阪
東
急
イ
ン
に
お
い
て

税
務
説
明
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

大
西
理
事
の
司
会
で
、
高
麗

会
長
の
挨
拶
で
始
ま
り
、
北
税

務
署
の
北
尾
副
署
長
の
挨
拶
の

後
、
個
人
課
税
下
川
第
一
統
括

官
と
鬼
塚
資
産
課
税
統
括
官
に

よ
り
（
一
）国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
つ
い
て
（
二
）e-Tax

の

説
明
（
三
）確
定
申
告
の
留
意

事
項
（
四
）
誤
り
や
す
い
事
例

（
五
）平
成
二
四
年
度
税
制
改

正
（
六
）資
産
税
の
留
意
事
項（
七
）

贈
与
税
に
つ
い
て
詳
し
く
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

　

e-T
ax

に
つ
い
て
は
、
国
税

庁
の
重
要
課
題
と
し
て
取
り
組

ん
で
お
ら
れ
、
二
四
年
度
申
告

分
よ
り
贈
与
税
もe-T

ax

で
申

告
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
「
贈

与
税
」
操
作
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
冊

子
を
配
布
し
て
頂
き
、
歯
科
医

師
の
先
生
方
の
利
用
を
お
願
い

さ
れ
ま
し
た
。

　

確
定
申
告
に
つ
い
て
の
情
報
は
、

国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
提

供
し
て
い
る
の
で
、ご
利
用
し
て

下
さ
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

最
後
に
大
浦
副
会
長
の
挨
拶

に
て
閉
会
し
ま
し
た
。
参
加
者

は
二
〇
名
で
し
た
。

（
常
務
理
事
・
中
川
晴
彦
）

税
務
申
告
説
明
会
開
催

□HP

フ
ッ
ト
サ
ル
同
好
会
か
ら
の
お
誘
い

　

我
々
フ
ッ
ト
サ
ル
同
好
会
は
、

宝
塚
の
フ
ッ
ト
サ
ル
場
ｃ
ａ
ｂ
ｏ
に

お
い
て
、
だ
い
た
い
月
一
回
ペ

ー
ス
、
二
時
間
程
度
気
持
の
い

い
汗
を
流
し
て
お
り
ま
す
。
参

加
は
自
由
で
、
ご
都
合
が
合
え

ば
一
緒
に
プ
レ
ー
す
る
と
い
う

形
態
を
と
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
お
子
さ
ん
も
一
緒
に

プ
レ
ー
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

こ
れ
か
ら
始
め
よ
う
と
思
わ
れ

て
い
る
方
で
も
気
軽
に
参
加
で

き
ま
す
。

　

現
在
使
用
し
て
い
る
フ
ッ
ト

サ
ル
場
は
、
ド
ー
ム
内
に
人
工

芝
が
敷
か
れ
た
き
れ
い
な
コ
ー

ト
で
、参
加
費
も
一
人
一
〇
〇
〇

円
程
度
と
、
と
て
も
リ
ー
ズ
ナ

ブ
ル
で
す
。

　

ご
興
味
の
あ
る
方
は
ご
案
内

の
フ
ァ
ッ
ク
ス
を
送
り
ま
す
の

で
、
ど
う
ぞ
お
気
楽
に
お
電
話

く
だ
さ
い
。

〇
六
ー
六
三
一
四
ー
一
四
四
五

（
芦
澤
ま
で
）
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